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軟Ｘ線発光分光はこの10年間に世界的な開発競争が始まっている。東大放射光

アウトステーションの超高分解能軟X線発光分光ステーションは、SPring-8長直

線部に設置したアンジュレータの高輝度と安定性を活かして世界最高のエネル

ギー分光性能（E/ΔE ~ 10000）[1]を達成し、新たに開発した大気圧分光用セル

[2]を用いて測定対象を飛躍的に拡大させたことにより、この世界的な競争の中

で独自のポジションを保っている。今年度は特に電池材料の分析が軌道に乗り、

リチウムイオン電池の電極材料や燃料電池触媒のオペランド分析が定常的に行

われるようになった[2,3]。また昨年度開発をした磁場印加システムも軌道に乗

り、ユーザーに開放されて0.3Tの永久磁石磁場下で発光MCDを捉えることに成

功した。金属錯体・溶液の分析も継続的に発展[4,5]を遂げており、生体分子の

高次構造形成や界面活性剤のミセル形成などに本質的な役割を果たす疎水性水

和の電子状態を抽出することに成功している。また高分解能化に伴い可能とな

った「軟X線励起振動分光」を水[6]やTiO2[7]、金属水素化物[8]の分析に応用し、

10meVオーダーの振動エネルギーの違いを区別することも可能となりつつある。 

本発表では、今年度のS課題、G課題の成果の中から特に 

①相関移動触媒（4級アルキルアンモニウム塩）の水和挙動の観測 

②永久磁石磁場下における軟X線発光 

③TiO2、金属水素化物の軟X線励起振動分光 

の3つに絞って成果を紹介する。また、オペランド分析、磁場印加を中心として

今年度行った装置開発と、来年度予定されている角度分解型軟X線発光分光装置

の開発状況について説明する。 
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